
輸血用血液製剤でH8V（B型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例  

（2月8日報告）について  

1 経緯   

平成20年2月8日、日本赤十字社から輸血（赤血球濃厚液、血小板濃厚液）によ   

るHBV感染の疑い事例の報告があり、その後3月17日に、患者が死亡したとの報  

告があった。  

2 事例   

80歳代の男性。原疾患は急性骨髄性白血柄。平成19年6月28日から平成20  

年2月3日にかけて、輸血（赤血球濃厚液合計78単位（2単位39本）、血小板濃  

厚液合計670単位（10単位67本））を受ける。   

輸血前の血液検査（平成19年6月15日）ではHBs抗原検査陰性、HB。抗体  

陰性であったが、輸血後の平成20年2月4日に、HBs抗原検査陽性、HBe抗原  

検査陽性、HBs抗体検査陰性、HBc抗体検査陽性、HBV－DNA検査陽性とな   

った。輸血後の平成20年2月6日にAST221、ALTlO6となり、3月12   

日ノ、急性B型肝炎にて死亡。輸血と死亡との関連性ありとの担当医の見解である。   

3 状況  

（1）輸血された血液製剤について   

①当該患者には106人の供血者から採血された赤血球濃厚液及び血小板濃厚液を  

輸血。   

②当該製剤と同一供血者から製造された95本の原料血祭のうち、93本確保済み  

（2本使用済み）、11本の新鮮凍結血祭は全て確保済み。  

（2）106人の供血者について  

106人の供血者のうち、当該患者のHB s抗原が陽転化する前（平成19年6   

月28日から11月28日）に輸血に使用された血液の供血者は56名であり、そ   

のうち旦旦亀が献血に再来又は再採血に協力いただいた（55名のHBV－DNA   

は全て陰性。1名はEIA法でHBs抗原及びHBc抗体陽性、1名はHBs抗体   

及びHBc抗体陽性、1名はHBs抗体のみ陽性、その他の者は全て陰性）。（平  

成20年1  0月9日現在、  残る1名の来訪なし。）  

（3）供血者個別NATの試験結果  

輸血時の供血者106人の供血時の保管検体について、個別NATを実施したと   

ころ、全て陰性であった。  

4 今後の対応  

（1）平成19年6月28月から11月28日輸血の56人の供血者のうち、残る供血  
者ユ旦の再献血・検査にかかるフォローを行う。  

（2）血液の安全対策の推進  
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「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。  
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輸血用血液製剤でH8V（8型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例  

（5月14日報告）について  

1 経緯   

平成20年5月14日、日本赤十字社から輸血（赤血球濃厚液）によるHBV感染  

の疑い事例で患者が死亡した症例の報告があった。  

2 事例   

60歳代の女性。原疾患は頚動脈狭窄。平成20年1月17日から18日にかけて、  

輸血（赤血球濃厚液合計3単位（2単位1本、1単位1本））を受ける。   

輸血前の血液検査ではHB s抗原検査陰性（平成19年11月12日）、HBs抗  

体検査陰性かつHBc抗体陰性（平成20年1月17日）であったが、輸血後の平成   

20年4月21日に、HBV－DNA陽性、HB s抗原検査陽性、HBe抗原検査陽  

性、HBc抗体検査陽性、IgM－HBc抗体陽性となった。同日、AST14，6  

10、ALT7，700どなり、3日後の4月24日、B型劇症肝炎にて死亡。輸血  

血液と感染症との因果関係ありとの担当医の見解である。  

3 状況  

（1）輸血された血液製剤について   

①当該患者には2人の供血者から採血された赤血球濃厚液を輸血。   

②当該製剤と同一供血者から製造された2本の新鮮凍結血祭は全て確保済み。  

（2）2人の供血者について  

平成20年10月9  日現在、  2人の供血者のうち、再来された方はいない。  

（3）供血者個別NATの試験結果  

輸血時の供血者2人の供血時の保管検体について個別NATを実施したところ、   

1本HBV－DNA（－）、1本HBV－DNA（＋）であった。  

（4）遺伝子の相同性の比較  

患者検体と献血者検体（HBV陽性保管検体）とでPr e S／S領域を含むP領   

域前半部の1550bpの塩基配列を比較したところ、献血者検体で4箇所に塩基   

の混在があり、混在箇所では患者検体でそのうちの1塩基が存在していた。その他   

の箇所は全て一致した。献血者と患者のHBVはGenotypeBで塩基配列からSubtype   

はadwと推定した。  

4 今後の対応  

（1）血液の安全対策の推進  

「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。  
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輸血用血液製剤でH8V（B型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例  

（9月18日報告）について  

1 経緯   

平成20年9月18日、日本赤十字社から輸血（赤血球濃厚液）によるHBV感染   

の疑い事例で重篤な合併症を発症した症例の報告があった。  

2 事例   

60歳代の女性。原疾患は結腸癌。平成20年6月14日、輸血（赤血球濃厚液合   

計4単位（2単位2本））を受ける。   

輸血前の血液検査ではHB s抗原検査陰性（平成20年6月14日）、HB s抗体  

検査陰性かつHBc抗体陰性であったが、輸血後の平成20年9月16日に、HB s  

抗原検査陽性、HB s抗体検査陰性、HBe抗原検査陽性、HBe抗体検査陽性とな   

った。同日、AST4198、ALT5362となり、現段階において未回復である。  

・輸血血液と感染症との因果関係ありとの担当医の見解である。  

3 状況  

（1）輸血された血液製剤i羊ついて   

①当該患者には2人の供血者から採血された赤血球濃厚液を輸血。   

②当該製剤と同一供血者から製造された2本の新鮮凍結血祭－LRは全て確保済み。  

（2）2人の供血者について  

2人の供血者のうち、再来された方はいない。  

（3）供血者個別NATの試験結果  

輸血時の供血者2人の供血時の保管検体について個別NATを実施したところ、   

1本はHBV－DNA（－）、他方はHBV－DNA（＋）であった。  

（4）遺伝子の相同性の比較  

患者検体と献血者検体（HBV陽性保管検体）とでPr eS／S領域を含むP領   

域前半部の1550b pの塩基配列を比較したところ、献血者検体で1箇所に塩基   

の混在があり、混在箇所では患者検体でそのうちの1塩基が存在していた。その他   

の箇所は全て一致した。献血者と患者のHBVはGenotypeCで塩基配列からSubtype  

はadrと推定した。  

4 今後の対応  

（1）血液め安全対策の推進  

「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に彙施する。  
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輸血用血液製剤でC型肝炎が疑われた事例  

（2月15報告）について  

1 経緯等   

平成18年2月15日、日本赤十字社から輸血（赤血球濃厚液）によるHCV感染  

の疑いの症例の報告があった。その後、当該症例の死亡が確認され、日本赤十字社か  

ら3月8日に追加報告があったものである。  

2 事 例   

70歳代の男性。原疾患は血液腫瘍。平成17年8月13日から平成18年1月3  

0日までの間に、輸血（濃厚血小板液10単位47本、赤血球濃厚液2単位21本、  

新鮮凍結血祭5単位7本、同2単位4本、同1単位2本）を実施。患者は、2月19  

日に急性循環不全により死亡。患者の輸血前（8月12日）のHCV抗体検査は陰性  

であったが、本年1月30日にHCVコア抗原の陽性が確認され、2月14日のAS  

T／ALTは67／192であった。  

3 状 況  

（1）輸血された輸血用製剤について  

・当該患者には、81人の供血者から採血された赤血球製剤、血小板製剤及び新   

鮮凍結血祭を輸血。  

・当該製剤と同一供血者から製造された70本の原料血腋のうち67本は確保・   

廃棄済み（3本は使用済み）。新鮮凍結血祭は、14本製造で11本確保済み（3   

本は医療機関供給済み）。赤血球製剤6本は医療機関供給済み。  

（2）検体検査の状況 

・保管検体81本のHCV個別NATはすべて陰性。  

・供血者81人中78人が献血に再来又は再採血し、HCV関連検査は陰性であ  

った（平成20年1  0月9日現在、  残る3人のその後の来訪なし）。  

（3）患者検体の調査  

・輸血後の検体でHCV－RNA陽性が確認された。  

（4）担当医の見解  

・C型肝炎が死期を早めたと思われるが、輸血かC型肝炎の原因であるとの証明  

はされていないとのこと。  

（5）併用薬等  
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当該患者は、輸血と同時期に乾燥アンチトロンビン、乾燥スルホ化グロブリ  

ン、人血清アルブミンを併用していた。  

4 今後の対応  

（1）今後、遡及調査ガイドラインの徹底を進める。  

（2）再来していない供血者3人のフォローアップを引き続き行う。  
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輸血用血液製剤で細菌感染が疑われた書例  

（7月2日報告）について  

1 経緯   

平成20年7月2日、日本赤十字社から輸血（血小板濃厚液）による細菌感染の疑   

い事例で重篤な合併症を発症した症例の報告があった。  

2 事例   

60歳代の女性。原疾患は再発乳癌。平成20年6月30日に、輸血（血小板濃厚  

液（10単位1本））を受ける。同日投与開始約1時間後に発熱、悪寒、戦懐があり、  

直ちに輸血を中止した。その後、重篤な症状を呈するも8月8日時点で軽快、退院さ  

れたことを確認して－いる。院内にて実施の患者血液培養及び当該血小板製剤より   

∫と頑〆ococc〟∫∂〟re〟∫を同定した。  

3 状況  

（1）輸血された血液製剤について  

当該患者には1人の供血者から採血された血小板濃厚液を輸血。当該製剤と同  

一供血者から製造された1本の原料血祭は確保済み。  

（2）検体検査の状況  

投与中止した当該製剤（1本）及び保管検体（1本）に対して細菌培養試験を実  

施したところ、当該製剤より∫と叩々γノococc〟∫∂∬e〟∫が検出された。同一採血番号  

の原料血祭（1本）に対して行った無菌試験結果は適合。  

（3）菌株の相同性の比較  

医療機関において検出された2菌株（患者から検出された菌株及び当該製剤よ  

り検出された菌株）と日本赤十字社が当該製剤から検出した菌株の計3菌株にっ  

いて以下の試験を行ったところ、全てMSSAであり同一の菌株であることを確認し  

た。   

・細菌培養試験（同定）試験  

・薬剤感受性試験   

・コアグラーゼ型（Ⅱ型）   

・毒素産生試験（－）   

・パルスフィールド電気泳動法による遺伝子解析  

（4）担当医の見解  

上記調査結果を受けて、担当医より「感染症と輸血血液との因果関係ありと考え   
る」とのコメントあり。  

4 今後の対応  

今後、遡及調査ガイドラインの徹底や細菌を除去・不活化する方策の検討を進め  

る。  
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輸血用血液製剤で細菌感染が疑われた事例  

（8月25日報告）について  

1 経緯   

平成20年8月21日、日本赤十字社から輸血（血小板濃厚液）による細菌感染の   

疑い事例で重篤な合併症を発症した症例の報告があった。  

2 事例  

50歳代の男性。原疾患はバーキットリンパ腫（寛解期）、二次性急性骨髄性白血   

病。平成20年8月21日、輸血（血小板濃厚液10単位（1本））を受ける。輸血   

開始40分後、血管痛および血小板製剤の凝集を認めたため輸血を中止。その後、血   

圧71／39と著明な低下及び胸苦症状に対してステロイド等の処置により1時間後   

には一旦、血圧改善するもその後、悪寒・戦慄及び体温37．9℃を認めたため、ス   

テロイドパルス療法施行したが、体温は40．6度まで上昇し、収縮期血圧は64ま   

で低下した。その後、治療に反応し、8月22日時点で軽快傾向を確認している。輸   

血後に院内で実施した患者血液培養検査よりβ1ゞとr印わCOCC〟∫grO叩C（G群溶連菌）   

を同定した。  

3 状況  

（1）輸血された血液製剤にミっいて  

当該患者には1人の供血者から採血された血小板濃厚液を輸血。当該製剤と同  

一供血者から製造された1本の原料血祭は確保済み。  

（2）検体検査の状況  

投与中止した当該製剤及び保管検体（1本）に対して細菌培養試験を実施した  

ところ、当該製剤より∫け∈pわCOCC〟∫め′聯ノ∂Cとノ∂e∫5p関山ぶノ〟ノノブ∫（G群レン  

サ球菌）が検出された。同一採血番号の原料血祭（1本）に対して行った無菌試験  

結果は適合。  

（3）患者検体の調査  

非溶血性副作用関連検査、抗血祭タンパク質抗体検査結果は陰性。  

（4）菌株の相同性の比較  

医療機関において検出された菌株（患者）及び当該製剤より同定された菌株の  

計2つの菌株について遺伝子型別試験を行ったところ、二者が同一の菌株である  

ことを確認した。  

（5）担当・医の見解  

上記調査結果を受けて、担当医より「感染症と輸血血液との因果関係ありと考  

える」とのコメントあり。  

4 今後の対応  

今後、遡及調査ガイドラインの徹底や細菌を除去・不括化する方策の検討を進め  

る。  
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平成20年度感染症報告事例のまとめ（前回報告分以降）について  

1一 軍鱒20年7月1日報告分から20年10月1日までに報告（新規及び追加）があった感染症報告（疑い事  
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5 その他感染症報告事例  
（1）細菌等感染報告事例において、血液製剤を提供した献血者の保管検体の無菌試験陽性事例は0例である。  
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平成20年10月29日開催  
薬事・食品衛生審議会  

運営委員会提出資料  

別紙  

日本赤十字社  

試行的HEV20プールNAT実施状況について  

（輸血後HEV感染の予防対策）  

1．試行的HEV20プールNAT実施状況  

北海道赤十字血液センター管内  

調査期間：平成17年1月1日～平成20年8月31日  

献血者数  HEV－RNA陽性  陽性率  

H17．1～H18．2※1  341，174  45  1／7，582  

H18．3～H20．8済2   667，143  80  1／8，339  

合計  1，008，317  125  1／8，067  

＊1北海道センターにてNAT実施（ALT高値、検査不合格検体も含む）  

＊2血祭分画センターにてNAT実施（ALT高値、検査不合格検休は除く）  

2．HEV－RNA陽性献血者の内訳   

別添  

59   



別添  
2・HEV－RNA陽性者の内訳  調査期間‥2005年1月1日～2008年8郎1自  

HEV抗体  HEV  
No，  採血日   年齢  性別  ALT （IU／U  

喫食歴調査  遡及対象  

RNA   供給製剤   
受血書情報  

IgM   IgG  食べ方   

2∝）5／01／04   32   M   57  ＋ 無  不明レバー   生   無  

2  2005／02／07   38   F   ＋   無  ブタレバー   生   無  

3  2005／02／13   41   M   103  ＋   無  回答なし  無  

4  2005／03／25   85   F   17  ＋   無  回答なし  無  

5  2∝15／03／27   2¢   M   38  ＋   有  不明レバー（問診時〉   生   有  赤血球製剤破損のため院内廃棄   

2∝I5／04／10   54   F   20  ＋   無  ウシ精肉   半生  無  

7  2∝〉5／04／15   59   F   18  ＋   無  ブタホルモン、シカ精肉   十分加熱  無   ／ヽ   

8  ・2Cの5／04／15   35   F   16  ＋   無  シカ精肉、ウシ精肉 シレバ 半生  
ウー、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

9  2（X〉5／04／20   25   M   24  ＋   ＋   ＋   無  ウシレバー、ウシ精肉 シモン 半生  
ウホル、ヒツジ精肉  十分加熱  有  感染なし   

10  2（X）5／04／28   22   M   44  ＋   無  回答なし  無  

2∝〉5／08／07   42   M   24  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉 シル 半生  
ウホモン、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  有  原疾患により死亡   

12  2005／06／22   51   M   52  十   無  回答なし  無  

13  2∝I5／07／03   58   M   219  ＋   ＋   ＋   無  不明レバー、ブタ精肉   十分加熱  無  

14  2∝〉5／07／05   22   M   23  ＋  ＋   無  回答なし  無  

15  2∝）5／07／05   38   M   15  ＋   無  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉   半生   無  

6  2（氾5／07／13   24   M   19  ＋   無  ウシレバー   生   有  原疾患により死亡   

ウシ精肉  
17  2005／09／02   

生  
33   M   49  ＋   無   ヒツジ精肉  半生  無  

ブタホルモン、ブタ精肉  十分加熱  

18  2005／09／01   29   F   100  ＋   ＋   ＋   無  ウシホルモン、ヒツジ精肉 ウシレバ 半生  
ー、ウシ精肉、ブタ稚内  十分加熱  無  

19  2005／09／20   42   M   31  ＋   無  ブタホルモン、不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  HEV感染（H17，11．1運営委鼻会報告済み）   

20  2005／∝l／27   20   F   10  ＋   無  ウシ精肉、ブタホルモン、ヒツジ精肉   十分加熱  無  

21  2005／10／21   41   M   12  ＋   無  回答なし  無  

22  2005／10／25   44   F   38  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

23  2005／11／07   30   F   21  ＋   半生  無  ブタホルモン、ウシ精肉、ヒツジ精肉 ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱   無  

24  2005／11／07   31   F   ＋   ＋   ＋   有  ブタレバー、ブタホルモン、ウシ精肉   十分加熱  無  

25  2005／11／20   2る   M   47  ＋   ＋   ＋   ウシレバー、ウマ精肉  生  
有   ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉  十分加熱  無  

28  2005／11／29   35   F   333  ＋   ＋   ＋   有  回答なし  無  

27  2005／12／13   42   M   30  ＋   有  ウシ精肉、ヒツジ精肉 明レバ 半生  
不ー、ブタ精肉  十分加熱  有  原疾患により死亡   

28  2005／12／13   30   M   ＋   有  不明レバー   十分加熱  有  HFV感染（Hほ01．28運営委員会報告済卑）   

29  2005／12／22   82   F   14  ＋   無  回答なし  無  

30  2005／12／27   42   F   14  ＋   無  回答なし  無  



HEV抗体  HEV  
No．  採血日   年齢  性別  ALT （ル／L）  

喫食歴調査  遡及対象  

RNA   供給製剤   
受血者情報  

IgM   IgG  

31  2∝帽／01／02   22   F   12  ＋   有  ウシレバー、ウシ精肉   十分加熱  無  

32  2∝帽／01／06   68   M   23  ＋   無  ウシレバー、ブタホルモン、ヒツジ精肉   半生   無  

ウマ精肉、不明レバー  生  
33  2∝I6／01／13 36   M   42  ＋   半生  無  無   ウシ精肉、ヒツジ精肉 ウシレバー、ブタ精肉、ブタホルモン  十分加熱  

34  2（追6／01／18   53   M   238  ＋   ＋   ＋   有  ウシレバー、ウシホルモン   十分加熱  無  

35  2∝）6／01／13   31   M   43  ＋   有  不明レバー ブタ肉 半生  
精、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

38  2∝）6／01／17   48   M   25  ＋   無  回答なし  無  

37  2（刀6／01／25   52   M   25  ＋   無  不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  輸血後89日現在、HEVマーカーの陽転は見られず追跡調査終了   

38  2008／01／30   39   F   22  ＋   無  回答なし  無  

39  2∝〉6／01／30   25   M   32  ＋   有  ウシ精肉、ウシホルモン、ブタ精肉   十分加熱  無  

ウシレバー  生  
40  2（X）6／02／02   39   F   35  ＋   ＋   有   ウシレバー  半生  無  

ヒツジ精肉  十分加熱  

41  2006／02／07   57   M   13  ＋   無  不明   不明   無  

42  2008／02／07   40   F   172  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉   十分加熱  無  

43  2006／02／17   39   M   28  ＋   イノシシ精肉、ブタ精肉   無  ブタホルモン、ブタレバー、ブタガツ、ヒツジ精肉   半生 十分加熱  無  
2006／02／20   58   M   22  ＋   無  ヒツジ精肉   十分加熱  無  

45  2∝18／02／21   45   M   30  ＋   無  ウシ精肉 ブ 半生  
タ精肉、ブタレバー、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

46  2∝帽／03／01   46   F   15  ＋   無  回答なし  無  

47  2∝）6／03／01   50   F   29  ＋   無  回答なし  無  

48  2（X〉6／03／02   54   M   47  ＋   ＋   ＋   無  ウシ・ブタ（精肉、レバー、ホルモン）、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

49  2（旧6／03／27   40   F   12  ＋   無  回答なし  無  

50  2∝帽／04／01   31   F   16  ＋  ヒツジ精肉  半生   無  

51  2∝〉8／04／04   30   F   14  ＋  ブタ精肉、不明レバー   十分加熱  無  

52  2（旧6／04／12   38   M   45  十   ＋   ＋  ／  ブタレバー、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

53  2（旧6／04／18   21   M   28  ＋   ウシ精肉、ウシホルモン  半生  
ウシ精肉、ウシホルモン  十分加熱  無  

54  2〔旧6／04／22   28   M   14  ＋   ＋   ＋  ／  回答なし  無  

55  2008／04／26   46   M   19  ＋  ブタレバー   半生   無  

56  2（追6／05／18   62   M   27  ＋  ／  ヒツジレバー   十分加熱  無  

57  2（X）6／07／07   17   M   33  ＋  回答なし  無  

58  2（氾6／07／11   34   F   10  ＋  ／  回答なし  無  

59  2（X）6／07／12   21   F   27  ＋  ／  回答なし  無  

60  2（X〉8／07／22   49 M   46  ＋  ＋  ／  ウシ精肉、ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレバー  十分加熱  無  



HEV抗体  HEV  
No．  採血日   年齢  性別  ALT （ル／L）  喫食歴調査  遡及対象  

RNA   供給製剤   
受血者情報  

IgM   lgG  

81  2（カ6／08／01   62   M   18  ＋  ／  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

62  2（X〉8／09／08   44   F   14  ＋  ／  喫食歴なし  無  

83  2∝）8／09／29   88   M   15  ＋   ／  ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無   

鋸  2∝帽／10／21   29   M   22  ＋  不明  無  

85  2∝I8／11／19   48   M   58  ＋  ／  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

88  2（X）6／11／23   54   M   18  ＋  ／  回答なし  無  

¢7  2（X）6／12／01   43   M   55  ＋   ＋  ／  ブタ精肉   十分加熱  無  

88  2（カ6／12／04   60   M   48  ＋   ＋   ＋  ウシ稚内   十分加熱  無  

89  2（カ¢／12／0ヰ   47   M   40  ＋   ＋   ＋  ／  ウシ村内、ウシホルモン   十分加熱  無  

70  2（カ7／03／01   33   M   41  ＋  ウシレバー   生   無  

71  、2〔旧7／∝I／15   42   M   32  ＋   ＋  ブタレバー、ブタホルモン   半生   無  

72  2∝〉7／03／27   55   M   30  ＋   ／  不明レバー   十分加熱  無  

73  2（刀7／朋／07   22   F   ＋   ユッケ  生  
ウシホルモン、ヒツジホルモン  十分加熱  無  

74  2（カ7／05／18   47   F   15  ＋  ヒツジ精肉、ブタホルモン   十分加熱  無  

75  2007／05／18   40   F   27  ＋   ＋   ＋  ／  ブタ生ハム（自家製）   半生   無  

6  2∝け／05／30   33   M   28  ＋   ＋  ヒツジ精肉、ブタホルモン   十分加熱  無  

77  2（追7／08ノ22   38   M   20  ＋  ウシ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無  

78  2∝〉7／06／25   45   M   37  ＋   ＋   ＋   ブタ精肉  十分加熱 生  無  
ヒツジ精肉  半  

79  2（刀7／08／27   37   M   18  ＋  ／  ブタ精肉   十分加熱  無  

80  2∝）7／07／24   57   M   24  ＋  ／  喫食歴なし  無  

81  2（氾7／07／29   37   M   48  ＋  不明レバー、ブタホルモン  十分加熱 半生  無  
不明レバー、ブタホルモン  

82  2∝〉7／07／31   48   M   30  ＋  ／  ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレバー   十分加熱  無  

83  2∝〉7／08／01   48   M   33  ＋   ブタ精肉  十分加熱 半生  無  
ウシ精肉、ヒツジ精肉  

糾  2∝）7／08／04   53   M   28  ＋   ヒツジ精肉  十分加熱 半生  無  
ヒツジ精肉  

85  2∝〉7／08／28   50   M   60  ＋   ヒツジ精肉  十分加熱 生  無  
ウシ精肉  

86  2007／09／05   41   M   29  ＋  ／  喫食歴なし  無  

87  2∝け／09／18   41   M   23  ＋  ／  ウシ精肉、ブタ精肉、ウシホルモン、ブタホルモン  半生   無  

88  2（旧7／09／21   57   M   ＋  ブタホルモン   十分加熱  無  

89  2∝け／10／03   59   M   39  ＋  ブタレバー、ブタ精肉   十分加熱  無  

90  ぞ（氾7／10／03   19   M   40  ＋   ／  喫食歴なし  無  



HEV抗体  HEV  
No．  採血日   年齢  性別  ALT （IU／し）  RNA   

喫食歴調査  遡及対象  
供給製剤   

受血者情報  

IgM   IgG  ※1                     肉の種類   食べ方   

91  2（氾7／10／09   35   M   ＋  ／  ブタ精肉   十分加熱  無  

92  2007／10／18   30   M   31  ＋  ／  ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無  

93  2∝け／11／18   24   M   5  ＋   ／  不明  無  

94  2（氾7／11／1e；   54   M   22  ＋   ＋  ブタホルモン、ブタレバー   十分加熱  無  

95  2（泊7／ll／16   45   M   47  ＋   ／   ブタ精肉 レバ 十分加熱   無  
／   ブター  半生  

96  2007／11／19   58   M   13  ＋  レバー、ホルモン   不明   無  

97  2∝け／11／1 24   M   46  ＋   ／  不明  無  

98  2∝17／11／24   38   M   25  ＋  不明  無  

99  2∝17／11／29   42   M   21  ＋   ＋  不明  無  

100  2（氾7／11／30   31   M   42  ＋   ＋   ＋  レバー   不明   無  

101  2（旧8／01／08   35   M   36  ＋  ／  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

102  2∝将／01／17   48   F   13  ＋   ＋   ＋   ブタホルモン、シカ精肉  十分加熱 生  無  
ウシ稚内  半  

103  2（氾8／01／29   57   M   22  ＋  ブタレバー、ブタホルモン   十分加熱  無  

104  2（刀8／02／04   31   M   47  ＋   ＋   ＋  不明  無  

5  2∝〉8／02／06   57   M   20  ＋   ／  ブタホルモン   十分加熱  無  

106  2（カ8／02／13   42   M   35  ＋  不明レバー   十分加熱  無  

107  2（氾8／02／13   60   M   37  ＋   ＋   ＋  不明  無  

108  2（旧8／03／11   30   M   21  ＋  不明  無  

109  2（氾8／03／25   34   F   26  ＋  ／  喫食歴なし  無  

110  2（旧8／03／26   32   M   41  ＋   ＋   ＋  ／  ブタ精肉、ウシ精肉   十分加熱  無  

‖1  2（旧8／03／29   54   M   28  ＋  ブタ精肉   十分加熱  無  

112  2∝〉8／∝）／30   19   F   9  ＋  不明レバー   十分加熱  無  

113  2〔旧8／0ヰ／18   亜   M   13  ＋  不明  無  

114  2∝〉8／05／12   33   M   12  ＋  ／  ブタ精肉、ブタホルモン   半生   無  

115  2∝18／05／28   39   F   29  ＋  不明  無  

116  2（カ8／05／28   47   M   48  ＋  ブタホルモン   十分加熱  無  

43   M   38  ＋   ＋   ＋  
ウシレバー  

117  2∝18／06／04  
生  

ウシホルモン、ウシ、ブタ、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

42   M   ＋   
ウシレバー  

＝8  2008／08／07  
生  

ブタ精肉  十分加熱  無  

119  2（刀8／06／23   48   M   17  ＋  ウシ、ブタ、ヒツジ精肉   半生   無  

120  2∝）8／07／10   39   M   32  ＋   ウシ、ブタ、ヒツジ精肉  半生  
ウシ、ブタ、ヒツジ精肉  十分加熱  無  



No．  採血日   年齢  性別  ALT （ル／U   
HEV抗体  HEV  喫食歴調査  遡及対象  

RNA   供給製剤   
受血書情報 

IgM   lgG  食べ方   

121  2008／07／‖   39   M   28  ＋  ／  不明  無  

122  2（カ8／07／26   34   M   35  ＋  ／  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

123  2008／07／27   36   M   45  ＋   ／  不明  無  

124  2008／07／30   24   M   10  ＋  不明  無  

125  2（刀8／08／20   19   M   17  ＋  ＋  不明  無  

※1：問診喫食歴調査内容   
05年1月1日～05年10月31日：「過去3ケ月以内にブタ、シカ、イノシシあるいは動物種不明の生肉．生レバーの喫食歴」   
05年11月1日－06年03月8＝］：「過去3ケ月以内に生肉（半生も含む）、レバー、ホルモン（動物穫、炊き方を問わず）の喫食歴」、なお本調査は06年03月31日をもって終了  
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